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際、人々の政治的主体性は、ロールズが「二つの道徳的能力 (‘two moral 















ズ同様（e.g. Rawls 1971: 78）、不平等に由来する効率性を認めており、
完全平等を目指すより、適切に不平等を管理することによって、すべての
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自身の立場（Rawls 1971: 265, 274, 2001: 135-136）からは相当逸脱する
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阻害される（Thomas 2017: 229, 242-243）。これらは競争的で効率的な
市場であれば人々が本来得られたであろう利益を奪うものであるから、何
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求を内在させている（e.g. Rawls 1971: 78-80, 271-272, 2001: 123, cf. 
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　Cf. Thomas (2017: 7-8).
　この点につき、サラディン・メックレド＝ガルシア氏との意見交換から多くを学
んだ。深く感謝したい。
　Cf. McMahon (1994 :75).
　これらはロールズにおいて基本財として定義されたものを含むだろう。それらは
思想の自由や移動の自由、職業選択の自由、さまざまな職位への機会、自尊の社会
的基礎などを含む(Rawls 1999: ch. 17, 2005: 76, see also Freeman 2007: 478, 
Hosein 2014)。しかしこれらに限られるものではない。
　Cf. Rawls (1971: 92). 
　トマスの地位財に関する扱いについては、Thomas (2017: ch.2)を参照。彼は地
位財を社会的排除の問題として扱っている（Thomas 2017: 53)。
　Rawls ?2001: 179). またロールズと余暇の問題について手短にまとまったもの
として、Olson(2014)を参照。
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Garcia (2017: 150-151)を参照。
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